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本
号
で
公
布
さ
れ
た

法
令
の
あ
ら
ま
し

政

令
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危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

政
令
第
百
四
十
六
号

危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令

内
閣
は
、
消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六

号
）
第
十
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制

定
す
る
。

危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令

第
三
百
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
第
二
項
第
一
号
中
「
吹
付
塗
装
作
業
」を「
専

ら
吹
付
塗
装
作
業
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
の
二
中
「
洗

浄
」
を
「
専
ら
洗
浄
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
焼
入

れ
作
業
」
を
「
専
ら
焼
入
れ
作
業
」
に
改
め
、
同
項
第
三

号
中「
ボ
イ
ラ
ー
又
は
バ
ー
ナ
ー
で
危
険
物
を
消
費
す
る
」

を
「
危
険
物
を
消
費
す
る
ボ
イ
ラ
ー
又
は
バ
ー
ナ
ー
以
外

で
は
危
険
物
を
取
り
扱
わ
な
い
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号

中
「
車
両
」
を
「
専
ら
車
両
」
に
改
め
、「
注
入
す
る
」
の

下
に
「
作
業
を
行
う
」
を
加
え
、
同
項
第
五
号
中「
容
器
」

を
「
専
ら
容
器
」
に
改
め
、「
詰
め
替
え
る
」
の
下
に
「
作

業
を
行
う
」
を
加
え
、
同
項
第
六
号
及
び
第
七
号
中
「
を

設
置
す
る
」
を
「
以
外
で
は
危
険
物
を
取
り
扱
わ
な
い
」

に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「
た
め
」
を「
た
め
の
」に
、「
を

設
置
す
る
」
を
「
以
外
で
は
危
険
物
を
取
り
扱
わ
な
い
」

に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

危
険
物
を
用
い
た
蓄
電
池
設
備
以
外
で
は
危
険
物

を
取
り
扱
わ
な
い
一
般
取
扱
所

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

総
務
大
臣

川
端

達
夫

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

別
表
第
一
第
一
号
ニ
中
「
掘
さ
く
用
」
を
「
掘
削
用
」

に
改
め
、
同
表
第
十
号
ヘ
中
「
蒸
り
ゆ
う
施
設
」
を
「
蒸

留
施
設
」
に
改
め
、
同
表
第
十
六
号
中「
め
ん
類
製
造
業
」

を
「
麺
類
製
造
業
」
に
改
め
、同
表
第
二
十
八
号
ロ
中「
さ

く
酸
エ
ス
テ
ル
製
造
施
設
」
を
「
酢
酸
エ
ス
テ
ル
製
造
施

設
」
に
、「
蒸
り
ゆ
う
施
設
」
を
「
蒸
留
施
設
」
に
改
め
、

同
号
ハ
中
「
メ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
蒸
り
ゆ
う
施
設
」を「
メ

チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
蒸
留
施
設
」
に
改
め
、
同
号
ニ
、
同
表

第
三
十
号
ロ
、
同
表
第
三
十
一
号
イ
及
び
同
表
第
三
十
三

号
ホ
中
「
蒸
り
ゆ
う
施
設
」
を
「
蒸
留
施
設
」
に
改
め
、

同
号
ヘ
中
「
溶
剤
蒸
り
ゆ
う
施
設
」
を「
溶
剤
蒸
留
施
設
」

に
改
め
、
同
表
第
三
十
五
号
イ
並
び
に
同
表
第
三
十
七
号

ニ
、
ホ
及
び
ト
か
ら
リ
ま
で
の
規
定
中「
蒸
り
ゆ
う
施
設
」

を
「
蒸
留
施
設
」
に
改
め
、同
号
ヲ
中「
メ
チ
ル
ア
ル
コ
ー

ル
蒸
り
ゆ
う
施
設
」
を「
メ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
蒸
留
施
設
」

に
改
め
、同
表
第
三
十
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
十
八
の
二

界
面
活
性
剤
製
造
業
の
用
に
供
す
る
反

応
施
設
（
一
・
四
e

ジ
オ
キ
サ
ン
が
発
生
す
る
も
の

に
限
り
、
洗
浄
装
置
を
有
し
な
い
も
の
を
除
く
。）

◇
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
（
政
令
第
一
四
六
号
）（
総
務
省
）

１

蓄
電
池
設
備
以
外
で
は
危
険
物
を
取
り
扱
わ
な
い
一

般
取
扱
所
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
に
係
る
技
術
上
の

基
準
の
特
例
を
、
総
務
省
令
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
九
条
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。（
附
則
関
係
）

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
政
令
第
一
四
七
号
）（
環
境
省
）

１

有
害
物
質
と
し
て
、
塩
化
ビ
ニ
ル
モ
ノ
マ
ー
等
を
追

加
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
関
係
）

２

指
定
物
質
と
し
て
、
ク
ロ
ム
及
び
そ
の
化
合
物
（
六

価
ク
ロ
ム
化
合
物
を
除
く
。）等
を
追
加
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
三
条
の
三
関
係
）

３

特
定
施
設
と
し
て
、
界
面
活
性
剤
製
造
業
の
用
に
供

す
る
反
応
施
設
（
一
・
四
e

ジ
オ
キ
サ
ン
が
発
生
す
る

も
の
に
限
り
、
洗
浄
装
置
を
有
し
な
い
も
の
を
除
く
。）

等
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。（
別
表
第
一
関
係
）

４

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
四
年
五
月
二
五
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
下
水
道
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第

一
四
八
号
）（
国
土
交
通
省
）

１

特
定
事
業
場
か
ら
公
共
下
水
道
又
は
流
域
下
水
道
に

排
除
さ
れ
る
下
水
に
つ
い
て
、
一
・
四
e

ジ
オ
キ
サ
ン

に
関
す
る
水
質
規
制
の
基
準
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
九
条
の
四
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
四
年
五
月
二
五
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
平
成
二
十
二
年
四
月
以
降
に
お
い
て
発
生
が
確
認
さ
れ

た
口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め

の
手
当
金
等
に
つ
い
て
の
児
童
手
当
法
施
行
令
の
臨
時

特
例
に
関
す
る
政
令
（
政
令
第
一
四
九
号
）（
厚
生
労
働

省
）

１

平
成
二
二
年
四
月
以
降
に
発
生
が
確
認
さ
れ
た
口
蹄

疫
に
関
し
て
、
家
畜
伝
染
病
予
防
法
等
に
よ
る
手
当
金

等
の
交
付
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
、
こ
れ
に
よ
る
所
得

の
額
の
増
加
に
よ
り
、
児
童
手
当
法
施
行
令
の
定
め
る

児
童
手
当
の
支
給
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
同
令
の
特
例
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。（
本
則

関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
四
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

政
令
第
百
四
十
七
号

水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令

内
閣
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第

百
三
十
八
号
）
第
二
条
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
百

八
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
十
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

十
五

一
・
二
e

ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

第
二
条
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

二
十
七

塩
化
ビ
ニ
ル
モ
ノ
マ
ー

二
十
八

一
・
四
e

ジ
オ
キ
サ
ン

第
三
条
の
三
中
第
九
号
を
削
り
、
第
十
号
を
第
九
号
と

し
、
第
十
一
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上

げ
、
第
十
六
号
を
削
り
、
第
十
七
号
を
第
十
五
号
と
し
、

第
十
八
号
か
ら
第
二
十
六
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
上

げ
、
第
二
十
七
号
を
削
り
、
第
二
十
八
号
を
第
二
十
五
号

と
し
、
第
二
十
九
号
か
ら
第
五
十
二
号
ま
で
を
三
号
ず
つ

繰
り
上
げ
、
同
条
に
次
の
六
号
を
加
え
る
。

五
十

ク
ロ
ム
及
び
そ
の
化
合
物
（
六
価
ク
ロ
ム
化
合

物
を
除
く
。）

五
十
一

マ
ン
ガ
ン
及
び
そ
の
化
合
物

五
十
二

鉄
及
び
そ
の
化
合
物

五
十
三

銅
及
び
そ
の
化
合
物

五
十
四

亜
鉛
及
び
そ
の
化
合
物

五
十
五

フ
エ
ノ
ー
ル
類
及
び
そ
の
塩
類
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